
 １０月４日、なくせじん肺全国キャラバン行動と

して中国ブロックキャラバン隊が岡山県、労働

局、中四国農政局に要請を行いました。 

 これには、建交労岡山県本部、建交労本部、

中国ブロック、県労会議、県過労死センターから

８人が参加しました。 

今なお、最大の職業病じん肺の根絶を 

 じん肺は、古代ギリシアから存在し、日本では

江戸時代から広く知られていたのですが、企業

はほとんどこれを放置してきました。発症までに

長年月を要し、多くは退職後に症状がでるた

め、知らんふりができてきたのです。この被害に

ついて、１９７９年長崎じん肺訴訟以来３０年余，

闘いが続けられてきています。 

 世界的な問題としても、ILOが「２０１５年に激

減、３０年に根絶」との表明をしました。 

 しかし、企業やそれに法規制を加える国が、十

分な対策を講じていません。 

 昨年度最大の労災認定＝アスベスト 

 地域住民などさらに拡大の危険 

 アスベスト粉じんによる被害も造船、建設現場

などでの労災認定数が、昨年度１１０５人と 大

の認定数となりました。また震災、地域住民へと

広がり、今後さらに多くの被災者がでると予測さ

れています。しかし、これに対する対策も不十分

なままとなっています。 

トンネルじん肺根絶へ―残業をなくせ 
 トンネルじん肺では、粉じん暴露時間を短縮さ

せる運動が反映して、「土木工事積算基準」が、

１日１０時間から８時間に改正されましたが、じん

肺法の「作業時間の短縮」は「努力義務」のまま
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なくせ！じん肺、強めよ！アスベスト対策 

なくせじん肺中国ブロックキャラバン―県下で要請 

と

なっており、実際には、１日２交替、１０時間労働

となっている現場がほとんどです。 

 国、県などの発注工事は、８時間と規制するこ

と、現場の監督強化や企業への趣旨の徹底な

どを求めました。 

じん肺基金設立、アスベスト対策強化 

国・自治体の責任を果たせ 

 また、裁判をせずに職歴などで被災者を救済

する「じん肺基金」の設立、アスベスト規制を

怠ってきた国の責任を認め謝罪すること、今後

発生させない態勢をとることなどを求めました。 

 

重工労組が玉野市でアスベスト相談 
 ９月２９，３０日、重工労組玉野支部が

玉野市でアスベスト電話相談を行いまし

た。山陽新聞玉野版に掲載され、2件の相談

がありました。三井造船関連企業でのアス

ベスト被害認定が県下で最も多く、建設関

連関係でも認定が増えています。 
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森過労死事件公務災害基金が控訴-引続く支援を 
 高梁市職員森宏之氏の過労死事件について、岡山地裁が公務災害基金の「公務外」との決定を

取り消した判決について、基金は９月11日、不当にも控訴しました。原告森貴美さんの「お礼と

控訴審への決意」が寄せられています。（裏面）引続くご支援をお願いします。 




